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★ これまでの『防災まちづくり』の取組を報告！ 
時下、御室学区の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素

は、御室自治連合会及び自主防災会の活動にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

さて、御室学区では、平成 28 年度から、災害が起きる前に防災上の課題箇所を改善し、安心・
安全に住み続けられる災害に強いまちを目指すため、京都市との連携のもと、『防災まちづ
くり』に取り組んでいます。 

２年目をむかえた今年度は、地震時の建物倒壊による被害を防止する災害につよい「いえ」づ
くりを進めるため、建物の耐震診断や耐震改修の重要性についての意識啓発を行う「すまい
の耐震ローラー作戦」や、住民一人ひとり、各町内が『防災まちづくり』を進めていく

ための「啓発と意識調査」を行いました。 

今後はこれらの結果を踏まえて、『防災まちづくり計画』をつくっていきます。みなさ

んからご意見を聞く機会を設けていきますので、その際はご協力をよろしくお願いします！ 
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・御室１区の内、昭和 56以前に建てられた木
造住宅を対象に実施。 

・全 226軒を訪問し、うち 60軒に耐震に関
する啓発と京都市の助成制度を対面で説明。 

・災害に対する備えや身近な防災上の不安や課
題等に関するアンケートも実施。 

すまいの耐震ローラー作戦 

 

 

 

 

 

 

 
・自主防災訓練の場で防災まちづくりコーナー

を設置し、旗揚げ方式によるアンケートを実
施（回答者：173名）。 

・災害に対する備えや、「地域の集合場所」の
周知、防災上の不安のある場所などに対する
みなさんの意識について調査。 

防災まちづくりの啓発と意識調査 

これまでの主な取組！ 

９月２日（土） 10月２9日（日） 

（裏面もご覧ください） 
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 『防災まちづくり』に関するアンケート結果！ 
  

・日頃から火災報知機等の設置や家具の転倒
防止などの災害に備えた対策をしている人
が多いです。 

・地震が起きたとき、自宅の倒壊や家具の転
倒、大規模な延焼火災を不安に感じていま
すが、実際に耐震・防火改修をしている人
は少ないです。 

・幅の狭い道や密集した古い建物、高齢者な
どの災害時の避難方法などを不安に思う人
が多いようです。 

すまいの耐震ローラー作戦 

地震が起きたとき、不安に感じること ご町内で普段から気になっていること、不安に思うこと 
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Ｑ7.あなたは，御室学区で防災まちづくりに関するセミナーや意見交換
会などの場があれば，参加してみたいと思いますか？

Ｑ6.あなたは，京都市の様々な制度や助成メニューを使ってみたいと思
いますか？

Ｑ5.あなたのご町内では，災害時の避難に支援が必要な方の情報を把握
するなど，災害時の備えについて，取り組んでいますか？

Ｑ4.あなたのご自宅から「地域の集合場所」に至る経路に，老朽化した
ブロック塀や袋路など，防災上の不安のある場所はありませんか？

Ｑ3.あなたのご町内では，「地域の集合場所」がどこかを周知されてい
ますか？

Ｑ2.あなたのご家庭では，「災害が起きたら，どこに集まるか」など災
害に対する備えをご家庭で話し合っていますか？

Ｑ1.あなたは，地震による建物の倒壊や大規模な延焼火災などの災害に
対して，不安を感じていますか？

そう思う（はい） そう思わない（いいえ） どちらとも言えない（分からない）回答者：173名 

①あなたは、地震による建物の倒壊や大規模な延焼火災など 
の災害に対して、不安を感じていますか？ 

②あなたのご家庭では、「災害が起きたら、どこに集まるか」など災
害に対する備えをご家庭で話し合っていますか？ 

③あなたのご町内では、「地域の集合場所」がどこかを周知されてい
ますか？ 

④あなたのご自宅から「地域の集合場所」に至る経路に、老朽化した
ブロック塀や袋路など、防災上の不安のある場所はありませんか？ 

⑤あなたのご町内では、災害時の避難に支援が必要な方の情報を把握
するなど、災害時の備えについて、取りくんでいますか？ 

⑥あなたは、京都市の様々な制度や助成メニューを使ってみたいと思
いますか？ 

⑦あなたは、御室学区で防災まちづくりに関するセミナーや意見交換
会などの場があれば、参加してみたいと思いますか？ 

ご自宅で、日頃から災害に備えて対策をしていること 

京都市住宅供給公社  京安心すまいセンター 
TEL：075-744-1631 

開館時間 9：30～17：00（水曜・祝日・年末年始は休み） 

京都市の各種耐震化支援事業に関する問合せ先 
 
 

 

・回答者のほぼ全員が、地震による建物の倒壊や大規模な延焼火災に不安を感じています。 
・約６割が、各ご家庭で災害時に家族での集合場所など災害に対する備えを話し合っています。 
・各町内の「地域の集合場所」については、全体の 7割は周知されていると感じていますが、約３割は

周知されていない、わからないと感じており、全ての町内で周知されてはいない状況がうかがえます。 
・また、約４割が自宅から「地域の集合場所」までの避難経路に、老朽化したブロック塀や袋路などの防
災上不安な箇所があると感じており、安全な避難経路を確保するためにも対策が必要となります。 

・約２割が各町内で災害時に避難が必要な方への備えに取り組んでいると感じており、各町内の状況に合
わせて、災害に備えた避難の体制の検討も必要となります。 

自主防災訓練での「旗揚げアンケート」 


